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グ
リ
ー
ン
ク
レ
ス
ト
東
子

ど
も
会
は
幼
稚
園
児
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
14
名
（
12

世
帯
）
で
す
。

　
毎
年
、
春
に
は
新
入
生
歓

迎
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
新
会
員
の
か
わ
い
い
幼
稚

園
児
は
、
最
初
な
か
な
か
慣

れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
て
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、

そ
の
後
の
食
事
会
は
、
み
ん

な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　
少
人
数
の
せ
い
か
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
と
て
も
仲
の
良

い
子
ど
も
会
で
す
。

　
一
年
間
の
行
事
は
、
あ
ま

り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全

て
の
行
事
に
全
員
で
参
加
し

ま
す
。

　
春
の
親
子
清
掃
で
は
、
幼

稚
園
児
も
眠
い
目
を
こ
す
り

な
が
ら
、
朝
７
時
か
ら
東
公

園
の
お
掃
除
に
参
加
し
て
く

れ
ま
す
。
上
級
生
を
お
手
本

に
一
生
懸
命
お
掃
除
し
ま
す
。

　
年
度
最
後
の
６
年
生
を
送

る
会
＆
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、

例
年
、
役
員
さ
ん
が
趣
向
を

凝
ら
し
、
ケ
ー
キ
や
リ
ー
ス
、

ツ
リ
ー
等
製
作
あ
り
、
ゲ
ー

ム
あ
り
と
子
ど
も
達
も
今
年

は
何
か
な
？
と
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

地
域
の
皆
様
に
は
い
つ
も
子

ど
も
達
の
登
下
校
の
際
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
声
か
け
、

見
守
り
等
を
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
地
域
の
皆
様
に

可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け
る
子

ど
も
会
で
あ
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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………………………シリーズ“地域の子どもたち”
町政を問う（3人が登壇）
中間報告（里見川荘委託料調査特別委員会）
里見川荘の特別会計は否決
平成24年度決算（一般会計）全会一致で認定

　朝晩めっきりと冷え込むようになり、落
ち葉が風に舞う季節となりました。
　さて、議会ではこの度、議員提案により
議会の開会を午前から行えるよう、会議規
則を改正しました。わずかなことですが、
これも改革への小さな一歩と考えていま
す。
　議会本来の使命の「町民の意見を幅広
く的確に反映でき、最良の決定を導ける」
議会へと変わるよう努力して参ります。

No.74
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No.74
2013.10.３１

岡山県 里庄町議会岡山県 里庄町議会

（眞野） 写真はアッケシソウ

地域の 子どもたち子どもたち

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
子
ど
も
会
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リ
ー
ン
ク
レ
ス
ト

東

かすみ保育園運動会かすみ保育園運動会
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平
成
25
年
第
７
回
里
庄
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
平
成
24
年
度
会
計
決
算
の
認
定
８
件
、
平
成
25
年
の
本
予
算
１
件
、
補
正
予
算
５
件
、

条
例
の
制
定
と
一
部
改
正
７
件
、
町
道
路
線
の
廃
止
２
件
、
人
事
案
件
１
件
、
議
員
か
ら
は
発
議

２
件
、
請
願
１
件
を
上
程
し
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
等
の
う
ち
、
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
本
予
算
は
否
決
さ
れ
、
暫
定
予
算

が
可
決
。
そ
の
ほ
か
の
議
案
と
発
議
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
で
は
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

9 月

全会一致で 成果を認定！全会一致で 成果を認定！
一 般 会 計 決 算

24年度
決算

賛成 反対7：1

髙田卓司議員
　人件費のほかに各種保険全てと制服代、
ボーナスも職員並みに払っている。そして、
退職金の積み立てを中退共に変え、差額も
支払っている。
　人事管理費は当初一定額だったが、いつ
の間にか１０％、そして１２．６％と上げてい
る。町長と萌生会事務長の２人だけの判断
で支払っている。しかし、協定書や契約書
等はない。

　総務文教委員会に付託された平成24年度会計決
算の認定６議案、事業会計余剰金の処分・決算の認
定２議案は建設福祉委員会の協力のもと、慎重に審
査を行いました。
　その結果、おおむね予算に沿った事業が執行され
たと認め、すべての議案を全会一致で、原案を認定
しました。

ここが反対！

介護老人保健施設特別会計決算は賛成多数で、

その他特別会計決算は全会一致で認定。

歳 出
普通会計

歳 入
普通会計

歳　入
41億2807万円

町税
13億5035万円
（32.7％）

町税
13億5035万円
（32.7％）

繰入金（貯金の取崩し）
2億8108万円（6.8％）
繰入金（貯金の取崩し）
2億8108万円（6.8％）

繰越金
2億925万円
（5.1％）

繰越金
2億925万円
（5.1％）

分担金及び負担金
6722万円（1.6％）
分担金及び負担金
6722万円（1.6％）使用料及び手数料

1469万円（0.4％）
使用料及び手数料
1469万円（0.4％）

財産収入など
1788万円（0.4％）
財産収入など
1788万円（0.4％）

地方債（借金）
3億3110万円
（8.0％）

地方債（借金）
3億3110万円
（8.0％）

地方交付税
10億2555万円
（24.9％）

地方交付税
10億2555万円
（24.9％）

国庫支出金
3億6018万円
（8.7％）

国庫支出金
3億6018万円
（8.7％）

県支出金
2億5481万円
（6.2％）

県支出金
2億5481万円
（6.2％）

地方譲与税
3169万円（0.8％）
地方譲与税
3169万円（0.8％）

地方特例交付金
775万円（0.2％）
地方特例交付金
775万円（0.2％）

利子割交付金など
1769万円（0.4％）
利子割交付金など
1769万円（0.4％）

地方消費税交付金
1億903万円（2.6％）
地方消費税交付金
1億903万円（2.6％）

諸収入
4980万円（1.2％）

歳　出
39億1713万円

人件費
6億7177万円（17.2％）
人件費
6億7177万円（17.2％）

補助費等
6億8836万円
（17.6％）

補助費等
6億8836万円
（17.6％）

維持補修費
6050万円（1.6％）
維持補修費
6050万円（1.6％）

物件費
6億9043万円
（17.6％）

物件費
6億9043万円
（17.6％）

扶助費
6億5133万円
（16.6％）

扶助費
6億5133万円
（16.6％）

普通建設事業費
3億4096万円（8.7％）
普通建設事業費
3億4096万円（8.7％）

公債費（借金返済）
2億7959万円
（7.1％）

公債費（借金返済）
2億7959万円
（7.1％）

操出金
2億9035万円（7.4％）

積立金
1億9311万円
（4.9％）

災害復旧費
18万円（0.0％）

投資及び出資金・
貸付金・その他経費
5055万円（1.3％）

消費的経費消費的経費

義務的経費義務的経費その他経費その他経費投資的経費投資的経費

自主財源自主財源依存財源依存財源

管理費はいつの間にか上げている
委員会ではすべての決算を
全会一致で認定

消防団の操法訓練
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総
　
括

出番まだかな～、ドキドキ！

みんなそろって

開票作業

̶ 4 ̶ 里庄町議会だより　No.74

決
算
認
定

主な事業内容平成24年度の 主な事業内容平成24年度の

・２２９号線、第３工区の補強土壁工事、舗装工

事、安全施設工事

・生活道路の維持修繕３２件、狭あい道路整備

（八ツ的）、道路改良工事７件を実施

・防犯灯整備やガードレール、カーブミラーの設

置、路側帯の工事

・公有財産調査と台帳作成業務を実施

・ため池補強工事と水路等維持修繕事業を実施

・公営墓地整備事業は、設計管理委託と建設工事

を実施

・地籍調査事業は、０．５４ｋ㎡実施

・井笠管内の自治体と共同で縁結び事業を実施

・物忘れ相談プログラムを導入（岡山県地域支え

合い体制づくり事業）

・各種検診、健康相談、健康教育、予防接種、妊婦

健康診査

・乳幼児の健康教育、健康診査、訪問指導等の

実施

・障害児相談、児童発達支援、放課後デイサービ

スの実施

・住宅用太陽光発電システム設置事業費の補助

・電気自動車１台を導入

・保育園の延長保育を実施

・東・西幼稚園の預かり保育事業

・東・西小学校児童クラブの運営補助金の支給

・東西小学校、中学校に各１人の英語指導外国

人を配置

・学校生活支援員を小学校１５人、中学校１人、

幼稚園３人配置

収　入 支　出 差　引
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

3億 13万円
1008万円

2億1804万円
4億9804万円

2億8469万円
2億 740万円
2億 259万円
5億9827万円

1544万円
△1億9732万円

1545万円
△1億 23万円

公 営 企 業 会 計（税抜）

水　道　事　業

公共下水道事業

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金等で補てんしました。

平成24年度  会計別決算状況

一　般　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

41億2929万円
23万円

12億2323万円
4億 579万円
8億3393万円
1億2350万円

39億1859万円
0円

11億5232万円
3億8818万円
7億9589万円
1億2334万円

2億1070万円
23万円

7091万円
1761万円
3804万円
16万円

特
別
会
計

    育 英奨学資金給与
国  民  健  康  保  険
介護老人保健施設
介 　 護 　 保 　 険
後 期 高 齢 者 医 療

質　
　疑
質　
　疑
質　
　疑

9月定例会

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
を
中
心
に
２

人
が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

建
設
福
祉
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

23
年
度
の
実
際
の
収
支
は

実
質
の
単
年
度
収
支
額
は
い
く
ら

　
　
　
　
　
❶
平
成
24
年
度

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総

額
を
見
る
と
実
質
収
支
額
約

２
億
近
い
金
が
余
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
歳

入
総
額
の
中
に
は
起
債
分
、

借
金
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
単
年
度
で
の
純
粋
な
収
支

は
い
く
ら
か
。

❷
町
債
（
借
金
）
の
う
ち
臨

時
財
政
対
策
債
は
後
年
１
０

０
％
見
て
も
ら
え
る
が
、
こ

れ
以
外
も
借
金
は
行
な
っ
て

い
る
。
平
成
24
年
度
末
時
点

で
の
起
債
の
合
計
額
を
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
別
に
教

え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
❶
財
政
調
整
基

金
以
外
の
開
発
基
金
、
減
債

基
金
等
の
取
り
崩
し
額
を
加

え
る
と
実
質
単
年
度
収
支
は
、

８
１
６
３
万
円
の
赤
字
と
な

る
。

❷
平
成
24
年
度
末
の
借
入
残

高
は
、

　
一
般
会
計

　
　
35
億
１
６
７
０
万
円
。

　
水
道
事
業
会
計

　
　
　
２
億
３
８
９
万
円
。

　
公
共
下
水
道
事
業
合
計

　
　
32
億
４
９
６
９
万
円
。

　
合
計
で
69
億
７
０
２
８
万

円
で
臨
時
財
政
対
策
債
を
差

し
引
く
と
40
億
円
の
起
債
残

高
に
な
る
。

　
今
現
在
の
基
金
の
残
高
は

32
億
８
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

眞
野
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

縁
結
び
事
業
の
結
果
は

　
　
　
　
　
❶
縁
結
び
事
業

が
数
年
前
よ
り
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、
結
果
、
状
況
は
ど

う
な
の
か
。

❷
選
挙
費
で
投
票
用
紙
読
み

取
り
分
類
機
は
何
台
入
れ
た

の
か
、
導
入
に
よ
り
開
票
作

業
は
変
わ
っ
た
の
か
。

❸
衛
生
費
の
中
、
予
防
費
の

委
託
料
が
予
算
の
２
割
も
残

っ
て
い
る
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
里
庄
町
、

矢
掛
町
の
２
町
で
取
り
組
ん

で
い
る
出
会
い
ふ
れ
あ
い
支

援
事
業
は
、
昨
年
度
２
回
実

施
で
１
回
目
は
３
組
、
２
回

目
は
５
組
カ
ッ
プ
ル
成
立
。

　
井
笠
圏
域
と
し
て
の
事
業

は
昨
年
４
回
行
な
っ
て
い
る
。

22
年
度
か
ら
続
い
て
お
り
24

年
度
ま
で
で
11
組
成
婚
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
結
婚
相
談
委
託
事

業
は
、
笠
岡
市
と
合
同
で
登

録
し
て
お
り
24
年
度
の
実
績

は
お
見
合
い
８
件
、
相
談
が

述
べ
１
４
６
件
、
紹
介
が
54

件
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　❷
投
票
用
紙
読

み
取
り
分
類
機
は
１
台
購
入
。

１
分
間
で
６
０
０
枚
読
む
の

で
開
票
時
間
は
短
く
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　❸
原
因
は

予
防
接
種
が
当
初
の
予
定
よ

り
接
種
者
が
少
な
か
っ
た
。 

　
子
宮
頸
が
ん
、
肺
炎
球
菌
、

特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
が
少
な
か

っ
た
。

髙
田
議
員

企
画
商
工
課
長

平
成
24
年
度
決
算
総
括

健
康
福
祉
課
長
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総
　
括

出番まだかな～、ドキドキ！

みんなそろって

開票作業

̶ 4 ̶ 里庄町議会だより　No.74

決
算
認
定

主な事業内容平成24年度の 主な事業内容平成24年度の

・２２９号線、第３工区の補強土壁工事、舗装工

事、安全施設工事

・生活道路の維持修繕３２件、狭あい道路整備

（八ツ的）、道路改良工事７件を実施

・防犯灯整備やガードレール、カーブミラーの設

置、路側帯の工事

・公有財産調査と台帳作成業務を実施

・ため池補強工事と水路等維持修繕事業を実施

・公営墓地整備事業は、設計管理委託と建設工事

を実施

・地籍調査事業は、０．５４ｋ㎡実施

・井笠管内の自治体と共同で縁結び事業を実施

・物忘れ相談プログラムを導入（岡山県地域支え

合い体制づくり事業）

・各種検診、健康相談、健康教育、予防接種、妊婦

健康診査

・乳幼児の健康教育、健康診査、訪問指導等の

実施

・障害児相談、児童発達支援、放課後デイサービ

スの実施

・住宅用太陽光発電システム設置事業費の補助

・電気自動車１台を導入

・保育園の延長保育を実施

・東・西幼稚園の預かり保育事業

・東・西小学校児童クラブの運営補助金の支給

・東西小学校、中学校に各１人の英語指導外国

人を配置

・学校生活支援員を小学校１５人、中学校１人、

幼稚園３人配置

収　入 支　出 差　引
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

3億 13万円
1008万円

2億1804万円
4億9804万円

2億8469万円
2億 740万円
2億 259万円
5億9827万円

1544万円
△1億9732万円

1545万円
△1億 23万円

公 営 企 業 会 計（税抜）

水　道　事　業

公共下水道事業

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金等で補てんしました。

平成24年度  会計別決算状況

一　般　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

41億2929万円
23万円

12億2323万円
4億 579万円
8億3393万円
1億2350万円

39億1859万円
0円

11億5232万円
3億8818万円
7億9589万円
1億2334万円

2億1070万円
23万円

7091万円
1761万円
3804万円
16万円

特
別
会
計

    育 英奨学資金給与
国  民  健  康  保  険
介護老人保健施設
介 　 護 　 保 　 険
後 期 高 齢 者 医 療

質　
　疑
質　
　疑
質　
　疑

9月定例会

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
を
中
心
に
２

人
が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

建
設
福
祉
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

23
年
度
の
実
際
の
収
支
は

実
質
の
単
年
度
収
支
額
は
い
く
ら

　
　
　
　
　
❶
平
成
24
年
度

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総

額
を
見
る
と
実
質
収
支
額
約

２
億
近
い
金
が
余
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
歳

入
総
額
の
中
に
は
起
債
分
、

借
金
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
単
年
度
で
の
純
粋
な
収
支

は
い
く
ら
か
。

❷
町
債
（
借
金
）
の
う
ち
臨

時
財
政
対
策
債
は
後
年
１
０

０
％
見
て
も
ら
え
る
が
、
こ

れ
以
外
も
借
金
は
行
な
っ
て

い
る
。
平
成
24
年
度
末
時
点

で
の
起
債
の
合
計
額
を
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
別
に
教

え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
❶
財
政
調
整
基

金
以
外
の
開
発
基
金
、
減
債

基
金
等
の
取
り
崩
し
額
を
加

え
る
と
実
質
単
年
度
収
支
は
、

８
１
６
３
万
円
の
赤
字
と
な

る
。

❷
平
成
24
年
度
末
の
借
入
残

高
は
、

　
一
般
会
計

　
　
35
億
１
６
７
０
万
円
。

　
水
道
事
業
会
計

　
　
　
２
億
３
８
９
万
円
。

　
公
共
下
水
道
事
業
合
計

　
　
32
億
４
９
６
９
万
円
。

　
合
計
で
69
億
７
０
２
８
万

円
で
臨
時
財
政
対
策
債
を
差

し
引
く
と
40
億
円
の
起
債
残

高
に
な
る
。

　
今
現
在
の
基
金
の
残
高
は

32
億
８
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

眞
野
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

縁
結
び
事
業
の
結
果
は

　
　
　
　
　
❶
縁
結
び
事
業

が
数
年
前
よ
り
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、
結
果
、
状
況
は
ど

う
な
の
か
。

❷
選
挙
費
で
投
票
用
紙
読
み

取
り
分
類
機
は
何
台
入
れ
た

の
か
、
導
入
に
よ
り
開
票
作

業
は
変
わ
っ
た
の
か
。

❸
衛
生
費
の
中
、
予
防
費
の

委
託
料
が
予
算
の
２
割
も
残

っ
て
い
る
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
里
庄
町
、

矢
掛
町
の
２
町
で
取
り
組
ん

で
い
る
出
会
い
ふ
れ
あ
い
支

援
事
業
は
、
昨
年
度
２
回
実

施
で
１
回
目
は
３
組
、
２
回

目
は
５
組
カ
ッ
プ
ル
成
立
。

　
井
笠
圏
域
と
し
て
の
事
業

は
昨
年
４
回
行
な
っ
て
い
る
。

22
年
度
か
ら
続
い
て
お
り
24

年
度
ま
で
で
11
組
成
婚
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
結
婚
相
談
委
託
事

業
は
、
笠
岡
市
と
合
同
で
登

録
し
て
お
り
24
年
度
の
実
績

は
お
見
合
い
８
件
、
相
談
が

述
べ
１
４
６
件
、
紹
介
が
54

件
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　❷
投
票
用
紙
読

み
取
り
分
類
機
は
１
台
購
入
。

１
分
間
で
６
０
０
枚
読
む
の

で
開
票
時
間
は
短
く
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　❸
原
因
は

予
防
接
種
が
当
初
の
予
定
よ

り
接
種
者
が
少
な
か
っ
た
。 

　
子
宮
頸
が
ん
、
肺
炎
球
菌
、

特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
が
少
な
か

っ
た
。

髙
田
議
員

企
画
商
工
課
長

平
成
24
年
度
決
算
総
括

健
康
福
祉
課
長
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質

　疑

ボランティアすみれの会

プ
ラ
ス
の
２
・
６
％
が
本
部
人
件

費
か

町
条
例

里
庄
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
の
算
定
に
お
け
る

特
例
措
置
を
設
け
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
施
行
は
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。

里
庄
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
、

公
共
下
水
道
事
業
受
益
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
公
共
下
水
道
使
用
料

・
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
に
係
る
延
滞

金
の
割
合
の
特
例
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
ま
す
。

　
　
特
例
基
準
割
合
＋
７
．
３
％

　
　
　（
現
在
の
特
例
基
準
割
合
は
２
％
）

　
　
納
期
限
翌
日
か
ら
１
ヵ
月
を
経
過
す
る
ま
で

　
　
の
期
間

　
　
　
特
例
基
準
割
合
＋
１
％

　
　
　
施
行
は
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。

（
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
）

里
庄
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
等
か
ら
の
特
別
徴
収

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
非
課
税
と
さ
れ
て
い
た
公
社
債
等
の

譲
渡
所
得
等
に
つ
い
て
も
個
人
住
民
税
が
課
税
さ

れ
、
金
融
商
品
に
係
る
損
益
通
算
範
囲
が
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
利
子
割
の
納
税
義
務
者
が
利
子
等
の

支
払
い
を
受
け
る
個
人
に
限
定
さ
れ
、
法
人
は
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
施
行
は
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。

賛成4：５反対

介護老人保健施設（里見川荘）
　　　　特別会計予算は否決

（全会一致）
12月までの暫定予算で可決

⇧

委
託
料
の
内
訳
は

な
ぜ
22
年
度
ま
で
倍
払
っ
て
い
た
の
か

　
　
　
　
　
里
見
川
荘
の
委

託
料
２
億
６
１
７
８
万
円
の

内
訳
を
も
う
少
し
詳
し
く
説

明
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
人
件
費

１
億
９
７
８
３
万
円
。

　
福
利
費
３
３
９
８
万
円
。

　
管
理
費
２
４
９
２
万
円
。

　
介
護
職
員
処
遇
改
善
金
５

０
４
万
円
。

平
野
議
員

質  

疑

里
見
川
荘
事
務
長

　
　
　
　
　
19
年
度
か
ら
22

年
度
ま
で
本
部
人
件
費
が
、

出
向
職
員
に
プ
ラ
ス
さ
れ
て

い
た
。
23
年
度
か
ら
見
直
さ

れ
、
人
件
費
に
含
ま
な
く
な

っ
た
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
２
・
６

％
が
本
部
人
件
費
に
当
た
る

の
か
。
納
得
が
い
か
な
い
の

で
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
て
を

含
ん
で
12
・
６
％
が
人
事
管

理
費
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
本
部
職
員
の
３
分

の
１
の
支
払
い
を
変
え
る
必

要
が
あ
り
、
平
成
23
年
度
に

12
・
６
％
に
と
話
し
合
い
に

よ
っ
て
改
め
た
。

　
こ
の
中
に
本
部
職
員
の
経

費
も
含
ん
で
い
る
。

岡
村
議
員

里
見
川
荘
事
務
長

副
町
長

　
　
　
　
　
22
年
度
ま
で
は

本
部
職
員
の
５
人
分
の
う
ち

３
分
の
１
を
給
料
に
入
れ
て

払
っ
て
い
た
九
百
数
十
万
円

を
、
23
年
度
か
ら
２
・
６
％

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
事

管
理
費
で
払
う
よ
う
に
な
っ

た
。

　
23
年
度
か
ら
半
額
で
い
い

も
の
が
、
な
ぜ
22
年
度
ま
で

倍
の
九
百
数
十
万
円
も
払
っ

て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
萌
生
会
か
ら
、
経

費
が
か
か
る
か
ら
何
と
か
な

ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

交
渉
の
中
で
上
げ
た
。

　
そ
の
結
果
、
23
年
度
か
ら

10
％
か
ら
12
・
６
％
に
な
っ

て
半
分
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
も
交
渉
の
結
果
と
し

て
そ
う
な
っ
た
。

髙
田
議
員

町

　長

髙田卓司議員

　３月、６月議会で否決した予算内
容と全く同じものが、提案されても
賛成できるはずがない。
　以前から萌生会への委託料がお
かしい、払い過ぎているのではない
かと言われながらも全く改善されな
い。
　もう少し考えて予算を組むべき。

ここが反対！ここが反対！ 平
成
25
年
度
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
予
算

否決した内容と同じ

里
見
川
荘

里見川荘
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質

　疑

ボランティアすみれの会

プ
ラ
ス
の
２
・
６
％
が
本
部
人
件

費
か

町
条
例

里
庄
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
の
算
定
に
お
け
る

特
例
措
置
を
設
け
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
施
行
は
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。

里
庄
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
、

公
共
下
水
道
事
業
受
益
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
公
共
下
水
道
使
用
料

・
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
に
係
る
延
滞

金
の
割
合
の
特
例
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
ま
す
。

　
　
特
例
基
準
割
合
＋
７
．
３
％

　
　
　（
現
在
の
特
例
基
準
割
合
は
２
％
）

　
　
納
期
限
翌
日
か
ら
１
ヵ
月
を
経
過
す
る
ま
で

　
　
の
期
間

　
　
　
特
例
基
準
割
合
＋
１
％

　
　
　
施
行
は
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。

（
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
）

里
庄
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
等
か
ら
の
特
別
徴
収

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
非
課
税
と
さ
れ
て
い
た
公
社
債
等
の

譲
渡
所
得
等
に
つ
い
て
も
個
人
住
民
税
が
課
税
さ

れ
、
金
融
商
品
に
係
る
損
益
通
算
範
囲
が
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
利
子
割
の
納
税
義
務
者
が
利
子
等
の

支
払
い
を
受
け
る
個
人
に
限
定
さ
れ
、
法
人
は
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
施
行
は
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。

賛成4：５反対

介護老人保健施設（里見川荘）
　　　　特別会計予算は否決

（全会一致）
12月までの暫定予算で可決

⇧

委
託
料
の
内
訳
は

な
ぜ
22
年
度
ま
で
倍
払
っ
て
い
た
の
か

　
　
　
　
　
里
見
川
荘
の
委

託
料
２
億
６
１
７
８
万
円
の

内
訳
を
も
う
少
し
詳
し
く
説

明
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
人
件
費

１
億
９
７
８
３
万
円
。

　
福
利
費
３
３
９
８
万
円
。

　
管
理
費
２
４
９
２
万
円
。

　
介
護
職
員
処
遇
改
善
金
５

０
４
万
円
。

平
野
議
員

質  

疑

里
見
川
荘
事
務
長

　
　
　
　
　
19
年
度
か
ら
22

年
度
ま
で
本
部
人
件
費
が
、

出
向
職
員
に
プ
ラ
ス
さ
れ
て

い
た
。
23
年
度
か
ら
見
直
さ

れ
、
人
件
費
に
含
ま
な
く
な

っ
た
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
２
・
６

％
が
本
部
人
件
費
に
当
た
る

の
か
。
納
得
が
い
か
な
い
の

で
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
て
を

含
ん
で
12
・
６
％
が
人
事
管

理
費
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
本
部
職
員
の
３
分

の
１
の
支
払
い
を
変
え
る
必

要
が
あ
り
、
平
成
23
年
度
に

12
・
６
％
に
と
話
し
合
い
に

よ
っ
て
改
め
た
。

　
こ
の
中
に
本
部
職
員
の
経

費
も
含
ん
で
い
る
。

岡
村
議
員

里
見
川
荘
事
務
長

副
町
長

　
　
　
　
　
22
年
度
ま
で
は

本
部
職
員
の
５
人
分
の
う
ち

３
分
の
１
を
給
料
に
入
れ
て

払
っ
て
い
た
九
百
数
十
万
円

を
、
23
年
度
か
ら
２
・
６
％

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
事

管
理
費
で
払
う
よ
う
に
な
っ

た
。

　
23
年
度
か
ら
半
額
で
い
い

も
の
が
、
な
ぜ
22
年
度
ま
で

倍
の
九
百
数
十
万
円
も
払
っ

て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
萌
生
会
か
ら
、
経

費
が
か
か
る
か
ら
何
と
か
な

ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

交
渉
の
中
で
上
げ
た
。

　
そ
の
結
果
、
23
年
度
か
ら

10
％
か
ら
12
・
６
％
に
な
っ

て
半
分
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
も
交
渉
の
結
果
と
し

て
そ
う
な
っ
た
。

髙
田
議
員

町

　長

髙田卓司議員

　３月、６月議会で否決した予算内
容と全く同じものが、提案されても
賛成できるはずがない。
　以前から萌生会への委託料がお
かしい、払い過ぎているのではない
かと言われながらも全く改善されな
い。
　もう少し考えて予算を組むべき。

ここが反対！ここが反対！ 平
成
25
年
度
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
予
算

否決した内容と同じ

里
見
川
荘

里見川荘
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補
　
正

質
　
疑補

　正
補
　正
補
　正

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
２
件
、
特
別
会
計
予

算
３
件
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

質
疑
は
一
般
会
計
か
ら
２
人
、
介
護
保
険
特
別
会

計
か
ら
１
人
の
計
３
人
が
行
い
ま
し
た
。

25年度予算

25年度 9月補正の結果

４１億 ５０万円

１１億８３２３万円

８億８０８５万円

１億２５０４万円

1億５９８１万円

４１６８万円

４２３１万円

△ １４万円

会 計 名 補正後の金額 補 正 額

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別

介 護 保 険 特 別

後期高齢者医療特別

（すべて全会一致で可決）

一
般
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

質  

疑

復
旧
工
事
に 

１
４
３
０
万
円

　
台
風
17
号
か
ら
変
化
し
た

温
帯
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
、

９
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
の

４
日
間
で
累
計
雨
量
が
１
７

６
・
５
ミ
リ
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
川
南
地
区
の
公

会
堂
東
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

広
場
の
法
面
が
崩
壊
し
ま
し

た
。
工
事
費
は
９
０
０
万
円

で
す
。

　
ま
た
、
つ
ば
き
の
丘
運
動

公
園
の
西
側
の
法
面
が
一
部

崩
落
し
、
排
水
路
が
壊
れ
ま

し
た
。
遊
歩
道
の
通
行
も
支

障
と
な
り
ま
す
。
工
事
費
は

５
３
０
万
円
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
、
早
急
に
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
排
水
ポ
ン
プ

改
修
工
事
　
　
２
１
８
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
排
水
処

理
は
一
度
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し

て
公
共
ま
す
に
放
流
し
て
い

ま
す
。
今
回
こ
の
ポ
ン
プ
が

故
障
し
、
修
理
も
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
工
事
費
と
し
て
２
１
８
万

５
０
０
０
円
を
計
上
し
ま
し

た
。防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置

　
東
西
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
す
。

　
来
年
の
３
月
末
ま
で
の
リ

ー
ス
料
と
し
て
26
万
５
０
０

０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

　
　
　
　
　
　
２
２
０
万
円

　
来
年
度
は
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
国
の
方
針
に
従

い
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
と
策
定
を
一
体
的
に

委
託
契
約
す
る
た
め
に
今
回

２
２
０
万
円
の
補
正
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
ど
こ
へ
付
け
る
の
か

　
　
　
　
　
❶
幼
、
小
、
中

学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
ど
こ

へ
付
け
る
の
か
。

❷
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

の
場
所
と
発
掘
さ
れ
た
も
の

は
何
か
。
展
示
す
る
の
か
。

　
　
　
　
❶
各
施
設
の
表
門

や
裏
門
を
基
本
的
に
考
え
て

い
る
。　
　

　
機
器
は
、
カ
メ
ラ
と
レ
コ

ー
ダ
ー
や
液
晶
の
モ
ニ
タ
ー

を
考
え
て
お
り
、
５
年
間
の

リ
ー
ス
で
、
10
月
か
ら
来
年

の
３
月
ま
で
の
半
年
間
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
大
原
東

公
会
堂
の
上
で
、
名
称
は
里

見
山
中
遺
跡
と
し
て
い
る
。

　
土
器
片
で
、
中
世
期
の
焼

き
物
を
焼
く
窯
の
跡
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
は
、
歴
史
民
俗

資
料
館
に
展
示
す
る
。

平
野
議
員

教
育
長

徴
収
嘱
託
員
報
酬
と
報
償
費
と
は

　
　
　
　
　
❶
地
域
振
興
寄

附
金
７
万
円
と
は
。

❷
自
衛
隊
関
係
費
と
は
。

❸
町
税
等
徴
収
嘱
託
員
報
酬

と
報
償
費
と
は
。

❹
自
主
防
災
活
動
補
助
金
は
、

ど
こ
の
分
館
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
里
ち
ゃ

ん
の
Ｃ
Ｍ
出
演
料
。

❷
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
の
チ

ラ
シ
や
整
理
券
の
印
刷
、
消

耗
品
の
費
用
で
あ
る
。

　
昨
年
開
催
し
、
好
評
だ
っ

た
の
で
今
年
も
計
画
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
❸
徴
収
員
が

一
般
税
と
国
保
税
を
集
め
て

い
る
。

　
国
保
は
、
補
助
金
を
受
け

て
い
る
関
係
上
、
国
保
と
一

般
会
計
を
按
分
す
る
た
め
。

　
　
　
　
　
❹
浜
中
団
地
東

分
館
で
あ
る
。

髙
田
議
員

教
委
事
務
局
長

企
画
商
工
課
長

総
務
課
長

ニ
ー
ズ
調
査
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

　
　
　
　
　
平
成
26
年
度
に

介
護
保
険
事
業
計
画
事
業
の

策
定
の
見
直
し
が
あ
る
。
65

歳
以
上
を
対
象
に
ニ
ー
ズ
調

査
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
調
査
項
目

数
が
96
問
。
主
に
日
常
生
活

で
家
族
や
生
活
状
況
、
運
動
、

閉
じ
こ
も
り
に
つ
い
て
な
ど
。

　
町
独
自
の
項
目
も
考
え
て

い
る
。

　
３
年
前
に
も
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。
調

査
方
法
は
、
対
象
者
に
調
査

票
を
郵
送
し
、
記
入
後
、
返

信
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、

独
居
の
高
齢
者
の
方
へ
は
、

民
生
委
員
に
お
願
い
し
た
。

　
今
回
も
同
様
の
調
査
を
考

え
て
い
る
。

岡
村
議
員

健
康
福
祉
課
長

町
民
課
参
事

○○○○○○○

崩壊した法面（川南）防犯カメラ

健康体操教室

お宮入り（天満神社）
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補
　
正

質
　
疑補

　正
補
　正
補
　正

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
２
件
、
特
別
会
計
予

算
３
件
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

質
疑
は
一
般
会
計
か
ら
２
人
、
介
護
保
険
特
別
会

計
か
ら
１
人
の
計
３
人
が
行
い
ま
し
た
。

25年度予算

25年度 9月補正の結果

４１億 ５０万円

１１億８３２３万円

８億８０８５万円

１億２５０４万円

1億５９８１万円

４１６８万円

４２３１万円

△ １４万円

会 計 名 補正後の金額 補 正 額

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別

介 護 保 険 特 別

後期高齢者医療特別

（すべて全会一致で可決）

一
般
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

質  

疑

復
旧
工
事
に 

１
４
３
０
万
円

　
台
風
17
号
か
ら
変
化
し
た

温
帯
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
、

９
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
の

４
日
間
で
累
計
雨
量
が
１
７

６
・
５
ミ
リ
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
川
南
地
区
の
公

会
堂
東
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

広
場
の
法
面
が
崩
壊
し
ま
し

た
。
工
事
費
は
９
０
０
万
円

で
す
。

　
ま
た
、
つ
ば
き
の
丘
運
動

公
園
の
西
側
の
法
面
が
一
部

崩
落
し
、
排
水
路
が
壊
れ
ま

し
た
。
遊
歩
道
の
通
行
も
支

障
と
な
り
ま
す
。
工
事
費
は

５
３
０
万
円
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
、
早
急
に
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
排
水
ポ
ン
プ

改
修
工
事
　
　
２
１
８
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
排
水
処

理
は
一
度
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し

て
公
共
ま
す
に
放
流
し
て
い

ま
す
。
今
回
こ
の
ポ
ン
プ
が

故
障
し
、
修
理
も
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
工
事
費
と
し
て
２
１
８
万

５
０
０
０
円
を
計
上
し
ま
し

た
。防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置

　
東
西
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
す
。

　
来
年
の
３
月
末
ま
で
の
リ

ー
ス
料
と
し
て
26
万
５
０
０

０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

　
　
　
　
　
　
２
２
０
万
円

　
来
年
度
は
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
国
の
方
針
に
従

い
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
と
策
定
を
一
体
的
に

委
託
契
約
す
る
た
め
に
今
回

２
２
０
万
円
の
補
正
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
ど
こ
へ
付
け
る
の
か

　
　
　
　
　
❶
幼
、
小
、
中

学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
ど
こ

へ
付
け
る
の
か
。

❷
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

の
場
所
と
発
掘
さ
れ
た
も
の

は
何
か
。
展
示
す
る
の
か
。

　
　
　
　
❶
各
施
設
の
表
門

や
裏
門
を
基
本
的
に
考
え
て

い
る
。　
　

　
機
器
は
、
カ
メ
ラ
と
レ
コ

ー
ダ
ー
や
液
晶
の
モ
ニ
タ
ー

を
考
え
て
お
り
、
５
年
間
の

リ
ー
ス
で
、
10
月
か
ら
来
年

の
３
月
ま
で
の
半
年
間
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
大
原
東

公
会
堂
の
上
で
、
名
称
は
里

見
山
中
遺
跡
と
し
て
い
る
。

　
土
器
片
で
、
中
世
期
の
焼

き
物
を
焼
く
窯
の
跡
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
は
、
歴
史
民
俗

資
料
館
に
展
示
す
る
。

平
野
議
員

教
育
長

徴
収
嘱
託
員
報
酬
と
報
償
費
と
は

　
　
　
　
　
❶
地
域
振
興
寄

附
金
７
万
円
と
は
。

❷
自
衛
隊
関
係
費
と
は
。

❸
町
税
等
徴
収
嘱
託
員
報
酬

と
報
償
費
と
は
。

❹
自
主
防
災
活
動
補
助
金
は
、

ど
こ
の
分
館
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
里
ち
ゃ

ん
の
Ｃ
Ｍ
出
演
料
。

❷
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
の
チ

ラ
シ
や
整
理
券
の
印
刷
、
消

耗
品
の
費
用
で
あ
る
。

　
昨
年
開
催
し
、
好
評
だ
っ

た
の
で
今
年
も
計
画
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
❸
徴
収
員
が

一
般
税
と
国
保
税
を
集
め
て

い
る
。

　
国
保
は
、
補
助
金
を
受
け

て
い
る
関
係
上
、
国
保
と
一

般
会
計
を
按
分
す
る
た
め
。

　
　
　
　
　
❹
浜
中
団
地
東

分
館
で
あ
る
。

髙
田
議
員

教
委
事
務
局
長

企
画
商
工
課
長

総
務
課
長

ニ
ー
ズ
調
査
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

　
　
　
　
　
平
成
26
年
度
に

介
護
保
険
事
業
計
画
事
業
の

策
定
の
見
直
し
が
あ
る
。
65

歳
以
上
を
対
象
に
ニ
ー
ズ
調

査
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
調
査
項
目

数
が
96
問
。
主
に
日
常
生
活

で
家
族
や
生
活
状
況
、
運
動
、

閉
じ
こ
も
り
に
つ
い
て
な
ど
。

　
町
独
自
の
項
目
も
考
え
て

い
る
。

　
３
年
前
に
も
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。
調

査
方
法
は
、
対
象
者
に
調
査

票
を
郵
送
し
、
記
入
後
、
返

信
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、

独
居
の
高
齢
者
の
方
へ
は
、

民
生
委
員
に
お
願
い
し
た
。

　
今
回
も
同
様
の
調
査
を
考

え
て
い
る
。

岡
村
議
員

健
康
福
祉
課
長

町
民
課
参
事

○○○○○○○

崩壊した法面（川南）防犯カメラ

健康体操教室

お宮入り（天満神社）
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一
般
質
問

借
金
貯
金

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
町

道
路
線
の
廃
止
の
２
議
案
を

審
議
す
る
た
め
、
委
員
会
を

９
月
10
日
に
開
催
し
、
現
地

調
査
を
行
い
、
担
当
課
か
ら

説
明
を
受
け
た
後
、
慎
重
に

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
町
道
は
関
係
者
か
ら
払

い
下
げ
の
申
し
出
が
あ
っ
た

も
の
で
、
現
在
、
利
用
者
も

お
ら
ず
、
代
替
道
路
も
あ
り

ま
す
。

　
払
い
下
げ
価
格
は
課
税
標

準
額
を
参
考
に
実
情
を
考
慮

し
て
決
め
る
と
説
明
を
受
け
、

問
題
は
な
い
と
判
断
し
全
会

一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

建
設
福
祉
委
員
会
で
審
議

町
道
路
線
の
廃
止

教
育
委
員
会
委
員

（
全
会
一
致
で
同
意
）

里
庄
町
大
字
里
見

９
８
０
番
地
２

宮
﨑
　
勇
次 

氏

人  

事

　
・
一
般
会
計

３
億
３
１
１
０
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

２
億
１
９
５
０
万
円

　
・
一
般
会
計

２
億
２
８
２
２
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

１
９
４
５
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
１
０
０
６
万
円

　
・
一
般
会
計

35
億
１
６
７
０
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

２
億
３
８
９
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

32
億
４
９
６
９
万
円

　　
　  

※
う
ち
44
億
１
２
０
８
万

　
　  

　
円
は
、
元
利
償
還
金
が

　
　  

　
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

　
　  

　
れ
る
。

　財
政
調
整
基
金

８
億
６
１
５
９
万
円

　減
債
基
金

２
億
３
１
９
７
万
円

　開
発
基
金

10
億
８
０
５
２
万
円

　い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　地
域
振
興
基
金

５
８
４
７
万
円

　ふ
る
さ
と
保
全
基
金

６
６
０
０
万
円

　文
化
振
興
基
金

４
億
７
０
７
３
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
１
０
０
万
円

　教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

１
億
５
１
１
２
万
円

　土
地
開
発
基
金

１
億
３
０
２
万
円

　環
境
整
備
基
金

５
０
３
５
万
円

　古
山
基
金１

０
０
８
万
円

平
成
24
年
度
借
金
額

借
金（
元
金
償
還
額
）返
済
額

起
債
残
高（
今
ま
で
の
借
金
残
高
）

基
金（
こ
れ
ま
で
の
貯
金
総
額
）

町
の
借
金
と
貯
金（
平
成
24
年
度
の
状
況
）

３
億
５
７
７
３
万
円

５
億
５
０
６
０
万
円

３２
億
８
４
８
５
万
円

６9
億
７
０
２
８
万
円 ※

里庄駅

新聞への軽減税率摘要を
趣　旨
　行政サービスや議会の動き、住民団体の取
り組み、地域課題の発掘・検証などの面にお
いて新聞が住民との重要なパイプ役を果たし
ています。
　景気回復の実感が伴わず、国民の所得が増
えない状況において、課税強化で購読料負担
が増せば経済的理由で新聞を読めなくなる人
が増加する懸念があります。
　日本が世界に誇る戸別宅配制度を維持し、
住民が気軽に新聞を読める社会が続くよう、
軽減税率の適用を強く願います。

請願は「総務文教委員会」に付託

閉会中の継続審査となりました。

議
会
の
会
議
時
間
の
見
直
し

　
今
ま
で
議
会
の
定
例
会
等

の
会
議
開
始
時
間
は
、
午
後

１
時
か
ら
で
し
た
。

　
こ
の
度
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
会
議
を
開
始
で
き
る
よ

う
会
議
規
則
を
改
正
し
ま
し

た
。

　
近
隣
の
市
町
村
は
、
午
前

か
ら
会
議
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
ま
た
会
議
中
の
質
疑
・

質
問
の
た
め
に
登
壇
す
る
機

会
が
以
前
に
比
べ
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
と
思
わ
れ

る
議
案
に
対
応
す
る
た
め
に

今
回
、
議
員
提
案
に
よ
り
改

正
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
里
見

川
荘
の
指
定
管
理
者
と
し
て

医
療
法
人
萌
生
会
に
賛
成
多

数
で
決
定
し
ま
し
た
。

森
林
土
木
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
を
制
定

　
林
地
の
崩
壊
防
止
、
災
害

復
旧
、
災
害
防
止
の
た
め
の

事
業
に
対
し
て
、
利
益
を
受

け
る
者
か
ら
の
分
担
金
徴
収

等
の
必
要
事
項
を
定
め
ま
し

た
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
指
定
期
間
は
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

　
平
成
25
年
第
８
回
里
庄
町
臨
時
会
は
10
月
15
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
里
見
川
荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
条
例
の
制
定
１
件
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

発

　
　議

発
　
　議

臨時
　会

　
　（
賛
成
４
　
反
対
３
）

（医）
萌
生
会
に
決
定

平野敏弘議員
　経理面で不正請求をし、町民に多大な損
害を与えてきた医療法人に町の財産である
里見川荘の管理運営を託すことはできな
い。

ここが反対！
多大な損害を与えてきた法人に託せない

岡村咲津紀議員
　町長をトップに執行部は、入所者を人質
にこのように仕向けていったことは許され
るべきではない。多くの課題を抱え解決で
きていない相手を委託先に選定したことに
反対。

入所者を人質にこのように仕向けた

髙田卓司議員
　百条委員会で調査中であり、監査請求も
出している。その結論も出ていない。
　萌生会以外では申請すらできない内容・
方法で決めようとしている。　

萌生会以外ではできない方法で
決めようとしている

里見保育園里見保育園
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一
般
質
問

借
金
貯
金

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
町

道
路
線
の
廃
止
の
２
議
案
を

審
議
す
る
た
め
、
委
員
会
を

９
月
10
日
に
開
催
し
、
現
地

調
査
を
行
い
、
担
当
課
か
ら

説
明
を
受
け
た
後
、
慎
重
に

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
町
道
は
関
係
者
か
ら
払

い
下
げ
の
申
し
出
が
あ
っ
た

も
の
で
、
現
在
、
利
用
者
も

お
ら
ず
、
代
替
道
路
も
あ
り

ま
す
。

　
払
い
下
げ
価
格
は
課
税
標

準
額
を
参
考
に
実
情
を
考
慮

し
て
決
め
る
と
説
明
を
受
け
、

問
題
は
な
い
と
判
断
し
全
会

一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

建
設
福
祉
委
員
会
で
審
議

町
道
路
線
の
廃
止

教
育
委
員
会
委
員

（
全
会
一
致
で
同
意
）

里
庄
町
大
字
里
見

９
８
０
番
地
２

宮
﨑
　
勇
次 

氏

人  

事

　
・
一
般
会
計

３
億
３
１
１
０
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

２
億
１
９
５
０
万
円

　
・
一
般
会
計

２
億
２
８
２
２
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

１
９
４
５
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
１
０
０
６
万
円

　
・
一
般
会
計

35
億
１
６
７
０
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

２
億
３
８
９
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

32
億
４
９
６
９
万
円

　　
　  

※
う
ち
44
億
１
２
０
８
万

　
　  

　
円
は
、
元
利
償
還
金
が

　
　  

　
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

　
　  

　
れ
る
。

　財
政
調
整
基
金

８
億
６
１
５
９
万
円

　減
債
基
金

２
億
３
１
９
７
万
円

　開
発
基
金

10
億
８
０
５
２
万
円

　い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　地
域
振
興
基
金

５
８
４
７
万
円

　ふ
る
さ
と
保
全
基
金

６
６
０
０
万
円

　文
化
振
興
基
金

４
億
７
０
７
３
万
円

　ス
ポ
ー
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里庄駅

新聞への軽減税率摘要を
趣　旨
　行政サービスや議会の動き、住民団体の取
り組み、地域課題の発掘・検証などの面にお
いて新聞が住民との重要なパイプ役を果たし
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　景気回復の実感が伴わず、国民の所得が増
えない状況において、課税強化で購読料負担
が増せば経済的理由で新聞を読めなくなる人
が増加する懸念があります。
　日本が世界に誇る戸別宅配制度を維持し、
住民が気軽に新聞を読める社会が続くよう、
軽減税率の適用を強く願います。

請願は「総務文教委員会」に付託

閉会中の継続審査となりました。

議
会
の
会
議
時
間
の
見
直
し

　
今
ま
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議
会
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定
例
会
等

の
会
議
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始
時
間
は
、
午
後

１
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ら
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た
。

　
こ
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前
９
時
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分
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会
議
を
開
始
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よ
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会
議
規
則
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ま
し

た
。
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前
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・
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。
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分
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し
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指
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４
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３
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。
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。

発
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発
　
　議
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　会

　
　（
賛
成
４
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対
３
）

（医）
萌
生
会
に
決
定

平野敏弘議員
　経理面で不正請求をし、町民に多大な損
害を与えてきた医療法人に町の財産である
里見川荘の管理運営を託すことはできな
い。

ここが反対！
多大な損害を与えてきた法人に託せない

岡村咲津紀議員
　町長をトップに執行部は、入所者を人質
にこのように仕向けていったことは許され
るべきではない。多くの課題を抱え解決で
きていない相手を委託先に選定したことに
反対。

入所者を人質にこのように仕向けた

髙田卓司議員
　百条委員会で調査中であり、監査請求も
出している。その結論も出ていない。
　萌生会以外では申請すらできない内容・
方法で決めようとしている。　

萌生会以外ではできない方法で
決めようとしている

里見保育園里見保育園
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9月定例会

町
政
に
関
し
て
議
員
が
質
問
を
行
い
、
新
た
な
施
策

の
提
案
や
意
見
を
述
べ
、
時
に
は
是
正
を
求
め
、

町
政
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
も
の
で
す
。

町
政
を
問
う

東
駐
在
所
か
ら
東

小
学
校
ま
で
の
区

間
は
歩
道
が
な
い
。
早
急
に

設
置
を
す
べ
き
。

　通
学
路
で
も
あ
り
、
児
童

の
安
全
確
保
の
た
め
に
仮
設

の
歩
道
で
も
設
置
し
て
み
て

は
ど
う
か
。町

道
里
見
２
２
９

号
線
の
殿
迫
地
内

か
ら
里
見
川
に
向
け
て
の
延

伸
工
事
に
合
わ
せ
て
歩
道
設

置
が
出
来
る
よ
う
、
県
と
調

整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
歩

道
完
成
ま
で
は
、
あ
と
10
年

間
は
か
か
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
地
権
者
の
了
解
が
得
ら
れ

れ
ば
現
実
化
し
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。

平
野

　敏
弘 

議
員

早急に歩道を
　　　　　設置すべき
  農林建設課長／あと10年はかかる

問

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
の
利
用
状
況
は
い
く
ら

か
。　ま

た
、
特
典
の
中
に
マ
コ

モ
タ
ケ
な
ど
の
農
産
物
を
加

え
て
み
て
は
ど
う
か
。

平
成
20
年
か
ら
平

成
24
年
ま
で
に
延

べ
21
件
、
１
１
８
万
３
０
０

０
円
で
あ
る
。

　特
典
に
つ
い
て
は
、
一
つ

の
案
と
し
て
、
検
討
し
た
い
。

問 マ
コ
モ
タ
ケ
な
ど
の

　
　
　農
産
物
を
加
え
て
は

企
画
商
工
課
長
／
一つ
の
案
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　検
討
し
た
い

企
業
誘
致
へ
の
取

り
組
み
は
。

　町
内
で
企
業
誘
致
に
適
し

た
土
地
や
地
権
者
が
売
却
の

意
思
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

現
在
は
、
補
助
金

や
税
の
優
遇
等
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
近
隣

自
治
体
の
支
援
の
仕
組
み
な

ど
を
把
握
し
、
12
月
議
会
を

め
ど
に
作
成
し
、
平
成
26
年

度
か
ら
の
運
用
を
考
え
て
い

る
。

　
企
業
誘
致
の
用
地
と
し
て

県
に
町
内
３
ヶ
所
の
情
報
を

提
供
し
て
い
る
が
、
売
却
す

る
意
思
が
あ
っ
て
も
、
価
格

的
な
も
の
も
あ
り
な
か
な
か

難
し
い
。

町

　長
問 企

業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
は

町
長
／
平
成
26
年
度
か
ら
の
運
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　考
え
て
い
る

農
林
建
設

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

町長への勧告を求め、住民監査請求

【委員会の開催】
　第１回（ ７月４日）
　　運営に関する協議：調査内容は全員で協議し、必要な資料や記録は適宜請求することで合意

　第２回（７月１７日）
　　里見川荘事務長招致：委託料の内容について説明を求める 

　第３回（７月２３日）
　　前里見川荘事務長招致：平成22年度以前の委託料のことについて証言を求める
　　大内町長招致：平成18年度、1,000万円以上の差額は知らないと証言

　第４回（８月８日）
　　医療法人萌生会参事、事務長招致：人件費等の書類提出を受け、金額がなぜ違うのかの説
　　明を受ける

　第５回（８月１２日）
　　今後の調査方針について検討

　第６回（８月１９日）
　　里見川荘事務長、辻田副町長、大内町長、前里見川荘事務長招致：第4回の提出書類の金額
　　の相違点について各々の証言を求めた

　第７回（８月２０日）
　　今後の調査や対応について協議、9月定例会で中間報告を行うこととする

　第８回（８月２６日）
　　9月定例会で中間報告を行う内容について協議
　　委託料の支払いに関し、里庄町監査委員に対し住民監査請求を行うことを決定

　里見川荘委託料調査特別委員会で里見川荘の委託料に関する資料の提出や証言を関係
者に求めました。
　その結果、平成１８年度分の精算根拠として提出されていた「給与費精算内訳」と今回提出
された「給与費集計表」に記載されていた給与・賞与費、法定福利費、保険料（退職金）の金
額が、合致しませんでした。精算は平成１９年４月ごろに行われており、その差額１４１１万円
余り（下表参照）が、医療法人萌生会へ払い過ぎていたことになります。
　町長に、このことを説明するも調査や過払い等による請求を行う意思はありませんでした。
そのため町監査委員に対して地方自治法第２４２条に基づき、監査請求を行いました。

平成18年度委託料
差　額

（過払い分）

1億8485万9411円
2375万5346円
438万1968円

2億1299万6725円

1億7482万9327円
2105万5340円
299万2147円

1億9887万6814円

1003万 84円
270万 6円
138万9821円
1411万9911円

    

給 与・賞 与 費 合 計
法 定 福 利 費
保 険 料（退 職 金）
合 計

平成19年４月に提出された
精算書（これを根拠に委託
料を支払っている）

今回、提出された給与費等
の年間集計表記載の金額

平成１８年度分が問題 給与・賞与費、法定福利費、保険料
　　　　「精算内訳」と「集計表」が相違！
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給 与・賞 与 費 合 計
法 定 福 利 費
保 険 料（退 職 金）
合 計

平成19年４月に提出された
精算書（これを根拠に委託
料を支払っている）

今回、提出された給与費等
の年間集計表記載の金額

平成１８年度分が問題 給与・賞与費、法定福利費、保険料
　　　　「精算内訳」と「集計表」が相違！
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近
世
界
中
で
台

風
や
豪
雨
・
地
震

に
よ
る
大
規
模
災
害
が
報
道

さ
れ
て
い
る
。

　
２
年
前
東
日
本
大
震
災
が

発
生
。
ま
た
最
近
で
は
東
北
、

山
口
・
島
根
両
県
で
豪
雨
災

害
が
あ
り
、
ま
た
埼
玉
県
で

も
竜
巻
に
よ
る
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。

　
現
在
で
は
想
定
外
と
い
う

こ
と
は
通
用
し
な
い
気
象
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

❶
町
は
防
災
に
対
し
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

❷
平
成
23
年
の
議
会
で
２
〜

３
年
の
内
に
は
全
分
館
で
自

主
防
災
組
織
を
立
ち
あ
げ
た

い
と
言
っ
て
い
た
が
、
ど
う

な
っ
た
の
か
。

　
遅
く
と
も
一
年
以
内
に
は

で
き
る
分
館
か
ら
つ
く
っ
て
、

他
の
分
館
の
模
範
と
し
て
は

ど
う
か
。

❸
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

繰
り
返
し
の
訓
練
と
準
備
が

必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
訓
練
・
指
導
を
お
こ
な
っ

て
き
た
か
。
ま
た
企
業
と
災

害
協
定
を
結
び
官
民
一
体
と

な
っ
て
合
同
訓
練
を
年
一
回

行
っ
て
は
ど
う
か
。

❹
災
害
時
に
は
、
要
援
護
者

を
誰
が
ど
う
す
る
か
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
り
、
訓
練
し
た

ら
ど
う
か
。

❺
池
の
決
壊
を
想
定
し
て
今

年
か
ら
調
査
を
始
め
る
と
の

こ
と
だ
が
、
池
自
体
の
決
壊

も
あ
る
が
、
池
の
周
辺
が
土

石
流
で
池
の
中
に
崩
落
す
る

と
池
が
決
壊
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
調
査
す
る
べ
き
で
は
。

❶
大
規
模
な
地
震
、

大
雨
を
想
定
し
て
、

災
害
に
対
す
る
準
備
・
対
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
防
災
意
識
の
向
上
や
、
分

館
単
位
の
取
り
組
み
促
進
も

重
要
と
考
え
る
。

❷
現
在
大
原
中
と
浜
中
団
地

東
が
申
請
を
し
て
い
る
。

大
原
西
・
西
平
井
分
館
も
準

備
を
進
め
て
い
る
。

❸
平
成
20
年
に
大
原
西
・
中

分
館
の
協
力
で
、
土
砂
災
害

の
訓
練
を
行
っ
た
。

　
平
成
22
年
に
は
里
庄
中
学

校
で
地
震
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
行
っ
た
。

　
本
年
度
は
延
期
し
て
い
た

浜
中
地
区
で
、
今
立
川
が
氾

濫
し
た
水
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
11
月
に
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
資
材
購

入
費
と
し
て
50
万
円
の
補
助

制
度
を
創
設
し
、
２
分
館
が

申
請
を
し
て
い
る
。

　
特
定
の
企
業
と
は
災
害
応

援
協
定
を
結
び
、
情
報
提
供
、

水
・
食
料
の
確
保
の
体
制
整

備
を
し
て
い
る
。

　
企
業
組
合
と
の
応
援
協
定

と
な
る
と
話
が
大
き
く
な
る

の
で
調
整
を
図
り
な
が
ら
話

し
合
い
を
持
ち
た
い
。

❹
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
避
難
支
援

を
し
た
い
。

　
災
害
時
に
要
援
護
者
が
孤

立
し
な
い
よ
う
な
支
援
体
制

が
必
要
と
思
う
。

❺
た
め
池
調
査
を

行
っ
た
結
果
を
も

と
に
危
険
箇
所
を
割
だ
し
計

画
を
立
て
た
い
。

髙田　卓司 議員

防
災
に
対
し
て

　
　
　
　
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

　
　
総
務
課
長
／
災
害
に
対
す
る
準
備
対
策
を
講
ず
る

問

平
成
24
年
よ
り
整

備
が
進
ん
で
い
る

町
営
墓
地
は
、
工
事
の
ス
ピ

ー
ド
は
良
好
と
聞
い
て
い
る
。

　
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
、
墓

地
と
い
う
よ
り
公
園
の
よ
う

な
雰
囲
気
で
あ
る
。

　
完
成
予
定
日
等
、
手
続
き

開
始
は
い
つ
ご
ろ
と
考
え
て

い
る
の
か
。地

権
者
、
地
元
の

方
な
ど
に
は
多
大

な
理
解
と
協
力
を
も
ら
っ
て

い
る
。

　
完
成
予
定
日
は
本
年
12
月

末
と
し
て
い
る
。
好
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
予
定
よ
り
若
干

早
く
竣
工
す
る
見
込
み
。

　
墓
地
使
用
を
求
め
る
声
も

あ
り
、
早
期
の
手
続
開
始
に

努
め
て
い
く
。

　
条
例
な
ど
の
決
議
の
後
、

来
年
1
月
〜
２
月
で
募
集
の

周
知
を
行
い
、
３
月
か
ら
申

し
込
み
の
受
付
を
始
め
た
い
。

辻
田

　勝
之 

議
員

町営墓地の完成予定日は
　  町民課長／若干早く竣工

問

防災ハンドブック

操法訓練大会

町
民

課
長

墓
地
の
具
体
的
な

管
理
体
制
や
規
則

な
ど
を
整
え
、
利
用
者
に
よ

る
管
理
に
移
行
す
べ
き
。

　
将
来
に
向
け
て
の
条
件
整

備
や
規
則
、
管
理
責
任
は
。

町
民
が
必
要
と
す

る
時
期
に
、
そ
の

需
要
を
か
な
え
ら
れ
る
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
は
行
政
の

責
務
。
使
用
が
決
ま
っ
た
区

画
は
各
使
用
者
が
維
持
管
理

を
行
う
。
そ
れ
以
外
の
区
画

や
墓
地
関
係
施
設
の
維
持
管

理
は
、
使
用
者
か
ら
徴
収
す

る
管
理
料
や
一
般
財
源
に
よ

り
行
う
。

　
当
面
は
町
の
管
理
。
使
用

開
始
後
、
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
変
更
。
改
善
の
必
要
が

生
じ
た
と
き
に
は
適
宜
対
応

し
て
い
き
た
い
。

１
区
が
４
㎡
、５
㎡
、

６
㎡
と
あ
る
。
１

区
画
の
単
価
は
い
く
ら
か
。

現
時
点
で
明
確
な

金
額
は
提
示
で
き

な
い
。

　
１
㎡
当
た
り
11
万
円
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。

　
全
員
協
議
会
で
積
算
報
告

し
、
そ
の
後
議
決
を
も
ら
い
、

単
価
が
決
定
す
る
。

問

問

町
民

課
長

町
民

課
長

総
務

課
長

完成間近の町営墓地

規
則
や
運
営
管
理
は

　
町
民
課
長
／
当
面
は
町
管
理

１
区
画
の
単
価
は

町
民
課
長
／
1
㎡
当
た
り
11
万
円
の
見
込
み

農
林
建
設

参

　
　事
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第7回シ
リー
ズ

　
グ
リ
ー
ン
ク
レ
ス
ト
東
子

ど
も
会
は
幼
稚
園
児
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
14
名
（
12

世
帯
）
で
す
。

　
毎
年
、
春
に
は
新
入
生
歓

迎
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
新
会
員
の
か
わ
い
い
幼
稚

園
児
は
、
最
初
な
か
な
か
慣

れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
て
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、

そ
の
後
の
食
事
会
は
、
み
ん

な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　
少
人
数
の
せ
い
か
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
と
て
も
仲
の
良

い
子
ど
も
会
で
す
。

　
一
年
間
の
行
事
は
、
あ
ま

り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全

て
の
行
事
に
全
員
で
参
加
し

ま
す
。

　
春
の
親
子
清
掃
で
は
、
幼

稚
園
児
も
眠
い
目
を
こ
す
り

な
が
ら
、
朝
７
時
か
ら
東
公

園
の
お
掃
除
に
参
加
し
て
く

れ
ま
す
。
上
級
生
を
お
手
本

に
一
生
懸
命
お
掃
除
し
ま
す
。

　
年
度
最
後
の
６
年
生
を
送

る
会
＆
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、

例
年
、
役
員
さ
ん
が
趣
向
を

凝
ら
し
、
ケ
ー
キ
や
リ
ー
ス
、

ツ
リ
ー
等
製
作
あ
り
、
ゲ
ー

ム
あ
り
と
子
ど
も
達
も
今
年

は
何
か
な
？
と
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

地
域
の
皆
様
に
は
い
つ
も
子

ど
も
達
の
登
下
校
の
際
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
声
か
け
、

見
守
り
等
を
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
地
域
の
皆
様
に

可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け
る
子

ど
も
会
で
あ
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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………………………シリーズ“地域の子どもたち”
町政を問う（3人が登壇）
中間報告（里見川荘委託料調査特別委員会）
里見川荘の特別会計は否決
平成24年度決算（一般会計）全会一致で認定

　朝晩めっきりと冷え込むようになり、落
ち葉が風に舞う季節となりました。
　さて、議会ではこの度、議員提案により
議会の開会を午前から行えるよう、会議規
則を改正しました。わずかなことですが、
これも改革への小さな一歩と考えていま
す。
　議会本来の使命の「町民の意見を幅広
く的確に反映でき、最良の決定を導ける」
議会へと変わるよう努力して参ります。
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（眞野） 写真はアッケシソウ

地域の 子どもたち子どもたち

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
子
ど
も
会

　グ
リ
ー
ン
ク
レ
ス
ト

東

かすみ保育園運動会かすみ保育園運動会


